
此
ノ
故
二
之
等
標
本
参
考
品
ノ
陳
列
館
新
設
二
開
ッ
テ
ハ
数

同
ジ
ク
昭
和
三
年
＝
一月
末
二
卒
業
ス
ペ
キ
蘭
証
師
範
科
生
徒
十
八
人
ヲ
シ
テ

実
地
牧
授
法
視
察
研
究
ノ
為
木
年
度
十
月
十
九
日
ョ
リ
同
二
十
八
日
迄
十
日

問
助
数
授
一
人
之
ヲ
引
率
ッ
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
愛
知
ノ
ニ
府
二
縣
二
出

張
シ
テ
視
察
研
究
ヲ
為
サ
ッ
メ
ク
リ

本
校
二
於
テ
ハ
生
徒
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
隔
シ
テ
申
報
ス
ベ
キ
事

項
ナ
ッ

賂
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件

果
其
数
決
シ
テ
勘
少
ナ
ラ
ズ

在
外
研
究
員
ノ
増
員
並
二
数
官
ヲ
外
國
へ
派
遣
ノ
件
戸
醒
5
仁
痒
疇
江
噂

つ
き
省
]

略。工

藝

部

塑

造

数

室

設

り

贔

醒

謬

碩

畔

五

E]

大
正
十
年
度
以
降
報
告
と
、
一

女
子
部
新
設
ノ
件
す
ば
（
同
文
に
つ
き
省
略
。

本
校
付
属
奈
良
研
究
所
設
位
ノ
件
戸
暉
配
こ
咋
這
3
紐
咄

g
]

「本
件
に
つ
い
て
は
大
正
十
三
年
度
以
降
記
載
が
あ
る
が
、

f
l

箕
が
若
干
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
文
章
が
改
め
ら
れ
た
。

陳
列
館
増
設
ノ
件

如
何
ナ
ル
種
類
ノ
庫
校
モ
参
考
探
本
ヲ
必
要
卜
七
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ッ
ト
雖
殊
ニ

木
校
ノ
如
キ
特
殊
ノ
學
校
二
於
テ
ハ
是
等
参
考
椋
本
ハ
殆
卜
其
生
命
ト
モ
謂

フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
二
本
校
二
於
テ
ハ
之
ガ
為
多
年
蒐
集
二
努
メ
ク
ル
結

カ
ク
シ
テ
蒐
集
、
ゾ
ク
ル
椋
本
参
考
品
モ
現
在

ニ
於
テ
ハ
不
完
全
ナ
ル
倉
庫
ノ

一
部
及
数
場
ノ

ー
隅
二
雑
陳
シ
生
徒
ノ
数
孜

ノ
資
二
供
ッ
ツ
、
ア
ル
モ
素
ョ
リ
狭
溢
ナ
ル
為
観
覧
七
ソ
ト
ス
ル
生
徒
ノ
員

数
ニ
モ
自
ラ
制
限
セ
ラ
ル
、
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
リ
不
便
ヲ
感
ス
ル
コ
ト
一
切

ニ
止
マ
ラ
ズ

年
二
亙
リ
反
復
線
陳
ッ
ク
ル
所
ナ
ル
ガ
漸
ク
本
年
二
至
リ
其
希
望
ノ
一
部
ヲ

容
認
サ
レ
若
干
橡
算
額
ノ
給
付
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
リ
ク
ル
ハ
深
ク
感
謝
ス
ル
所

〇
駿
員
辞
令

昭
和
二
年
一
月
二
十
二
日

叙
動
六
等
授
瑞
賓
章

年
二
月
一
日

同 『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

u
 

C
L
 

巻

号

東
京
美
術
駆
校
近
事

〔二
五
ー
八
。

S
・
ニ

・
三

・
ニ
三
〕

宜

牌

同 同 花

盛

器

油
綸
肯
像
墨

品
ナ
リ

目

四
百
九
十
七
個

煎
個

武
個

煎
債

訳
廊

最

罪

麟

紐

彗

根

校

数

授

古

宇

田

宜

同 同 同 同 昭
和
二
年
度

受
託
年
度

同 同 同 同

教

授

森

井

健

介

昭
和
二
年
度

竣
功
年
度

同 同 同 農

林

省

新

品

将

直

依

成

者

サ
レ
ド
多
年
蒐
集
セ
ル
参
考
椋
本
類
ハ
相
営
ノ
大
数
贔
二
上
リ
居
ル

ヲ
以
テ
営
初
要
求
額
ノ
―
―
―
分
ノ

ー
ニ
モ
足
ラ
ザ
ル
小
規
模
ノ
陳
列
館
ヲ
建
設

シ
得
ル
ト
ス
ル
モ
到
底
之
ヲ
以
テ
本
校
ノ
希
糾
ヲ
満
足
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ

ナ
ル
ニ
付
更
二
四
年
度
ノ
豫
笠
二
於
テ
其
増
築
計
罰
ノ
翡
額
ヲ
計
上
シ
重
ネ

テ
要
諮
ス
ル
所
ァ
ル
ペ
ク
切
二
考
應
ヲ
垂
レ
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
望
ム

雑
件生

徒
賀
験
ノ
資
二
供
ス
ル
為
諸
所
ョ
リ
依
狐
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
ホ
シ
ク
ル
モ

ノ
ノ
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
ッ

依
嘱
製
作
一
覧

数
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0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
、
岡
田
〔
三
郎
助
〕
数
授
、
和
田
〔
英
作
〕
数
授
、
島

皇
歿
宮
二
祗
候
七
ラ
ル

臥
洲
各
園
北
米
合
衆
函
及
英
領
加
奈
陀
へ
出
張
ヲ
命
ス

0
森
井
〔
健
介
〕
敦
投
ハ

一
月
十
七
日
横
濱
高
等
工
業
學
校
諧
師
ヲ
啜
託
七
ラ

ル

〇
沼
田
〔
勇
次
郎
〕
数
授
ハ
一
月
二
十
日
二
本
校
奏
任
官
代
表
ト
シ
テ
大
正
天

数

授

矢

代

幸

雄

同
本
校
講
師
ヲ
凝
託
ス

年
三
月
二
日

母
術
妍
究
ノ
為
兵
庫
縣
下
へ

出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
六
日

叙
従
四
位

年
同
月
二
十
八
日

[緞
〕

但
金
工
科
鍛
金
箕
習
授
業
掠
任

同 同

藤

本

萬

作

数

授

大

村

西

崖

講

金

澤

庸

治

但
往
復
共
五
日
問
ノ
事

同

師

数

金
工
術
妍
究
ノ
為
滴
三
年
問
佛
蘭
西
國
へ
在
留
ヲ
命
ス

年
同
月
十
二
日

授

石

田

英

同
叙
従
六
位

年
同
月

l

-

l

日

同

信
夫

（
各
通
）

同

叙
従
四
位

数

授

大
島
勝
次
郎

糀

水

編

蔵

津
田

躾
術
研
究
ノ
為
富
山
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

同

年

同

月

七

日

同
叙
従
四
位

年
同
月
五
日

本
校
講
師
ヲ
嘱
託
ス

但
美
術
史
授
業
掠
任

（
各
通
）

〇
職
貝
辞
令

昭
和
二
年
一
ー
一
月

一
日

田
中

牧
授
六
角
注
多
一
艮

但
往
復
共
五
日
問
ノ
事

数

授

小

堀

靭

昔

数

授

川

合

芳

＝

一郎

東
京
美
術
學
校
近
事

〔
二
六
ー
一
。

S
・
ニ

・
六

・
ニ―――〕

喜
作

田

[佳
突
〕
教
授
ヽ
川
合

g
互

m巴
数
授
ノ
五
氏
ハ
執
＞
モ

ご
月
二
+
一=

日
二
歿
宮
二
祗
候
七
ラ
ル

0
森
井
〔
健
介
〕
数
授
ハ
ニ
月
二
日
奏
任
官
代
表
ト
・ン
テ
歿
宮
二
祗
候
セ
ラ
ル

0
二
月
七
日
大
正
天
良
ノ
大
喪
俊
二
付
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
、
岡
田
〔
三
郎

〔五〕

助
〕
、
和
田
〔
英
作
〕
、
藤
島
〔
武
二
〕
、
〔島
田
佳
突
〕
四
教
授
ハ
函
節
内
奉

送
ト
・ッ

テ
参
列
七
ラ
ル

0
田
中
諧
師
（
翌
蔵
氏
）
ハ
朝
鮮
京
城
帝
國
大
學
法
文
厚
部
講
師
ヲ
秘
託
サ
レ

結
将
府
ョ
リ
美
術
史
研
究
ノ
為
印
度
、
英
吉
利
及
北
米
合
衆
國
へ
在
留
ヲ
命

セ
ラ
レ
在
留
一
年
半
ノ
豫
定
テ

一
月
一―
-
+
―
日
出
登
セ
ラ
ル

0
香
取
〔
秀
治
郎
〕
講
師
ハ
ニ
月
二
十
四
日
帝
室
博
物
館
限
菰
委
員
ヲ
仰
付
ラ
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同
叙
動
五
等
授
瑞
貨
箪

年
同
月
二
十
五
日

忌
引
ヲ
免
ス

同
本
校
講
師
ヲ
碩
託
ス

年
同
月
二
十
二
日

同
東
京
美
術
駆
校
雇
ヲ
命
ス

年
同
月
十
七
日

同 同
學
術
軒
究
ノ
為
静
岡
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
五
日

同
叙
正
四
位
特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

年
同
月
十
二
R

同

年
同
月
八
日

歩
兵
第
一＿
一
聯
隊
附

束
京
美
術
浪
校
服
務
ヲ
命
ス

歩
兵
第
一二
聯
隊
附

束
京
美
術
學
校
服
務
ヲ
免
ス

年
同
月
十
六
日

教

授

島

田

佳

突

講

師

高

橋

健

自

数

授

北

村

西

笙

陸
軍
歩
兵
少
佐

陸
軍
歩
兵
少
佐

数
務
抹
ヲ
命
ス

但
彫
刻
科
木
彫
質
習
授
業
援
任

東
京
帝
室
栂
物
館
鑑
査
官

利

下

修

白

洛

洵

山
口

紳
保
豊
治
郎

助

数

投

田

邊

孝

次

但
往
復
共

一
日
間
ノ
事

数

授

大

村

西

崖

数

授

甜

水

編

蔵

助

数

授

和

田

季

雄

講

師

山

崎

覺

太

郎

埃
術
宜
地
指
荘
ノ
為
京
都
府
奈
瓦
縣
和
歌
山
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス
但
往
復
共

十
七
日
間
ノ
事

同
本
校
講
師
ヲ
隅
託
ス

年
同
月
五
日

同

（
各
通
）

同 同

齋

藤

幸

睛

但
閤
操
授
棠
擦
任
及
教
務
掛
兼
勤
ノ
事

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

「

9
]

東
京
美
術
學
校
廂
ラ
命
ス

御
用
涜
二
付
解
屈

年
同
月
ー
一
十
八
日

依
願
解
啜

年
同
月
三
十
日

講
牧

務

嘱

託

小

輻

貞

造

臨

時

雁

向

第
二
部
屈
ヲ
命
ス

文
駆
掛
ヲ
命
ス

助

教

授

松

田

義

之

同

邸

樅

吉

雄

[某
〕

闘
盗
放
授
法
宜
地
研
究
ノ
為
千
菓
、
埼
王
、
茨
城
、
栃
木
、
紳
奈
川
、
静
岡

六
縣
下
へ

出
張
ヲ
命
ス

同

年

同

月

十

五

日

（

l-
平
＇
日
官
報
）

叙
正
四

位

東

京

帝

陸

大

學

教

授

年
四
月
一

＿日

同

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

師

第
三
部
濁
ヲ
命
ス

講

師

閥
野

貞
英
就

深

田

敏

子

鈴

川

信

一

岡

田

起

作
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工
麻
＿
祁
第
一
ゆ
年
理
市
ヲ
免
ス

同

年

同

月

十

二

日

助

数

授

和

田

季

雄

工
舷
部
第
一
年
年
主
任
フ
免
ス

助
牧
授

同

師
霊
師
範
科
二
課
ス
ル
用
器
粛
法
授
業
捐
任
ヲ
命
ス数

授

渡

邊

啓

松
Ul

閲
橋

汲
之

占
雄

田

邊

孝

次

岡
案
科
勤
務
ヲ
命
ス数

金
工
科
路
氾
科
二
課
ス
ル
彫
刻
四
習
授
叉
捩
任
ヲ
免
ス

ス
ル
朔
造
賓
密
投
棠
掠
任
ヲ
命
ス

助
数
授

工
経
史
東
洋
彫
刻
史
東
洋
美
術
史
授
業
揃
任
ヲ
命
ス

授
沼
田
勇
次
郎

工
必
部
各
科
二
課

梁
川

中
品

奥
田

守
田

西

洋

這

科

川
部
東
次
郎
（
五
年
）

三
輪

束
京
美
術
根
佼
助
手
ヲ
命
ス

故
夫
（
丘
年
）

浅
野

同
依
駁
免
兼
官

年
同
月
十
一
日

久
米
桂
一
郎

同
本
校
生
徒
旅
行
二
付
点
都
府
茎
艮
縣
和
歌
山
縣
へ
出
版
ヲ
命
ス

卜
七
日
問
ノ
市

年
四
月
六
日

同 同 It] 

奈
艮
縣
技
師

正
七
位

本
校
生
徒
奈
艮
縣
修
穆
旅
行
二
付
臨
時
宜
地
指
導
ヲ
嘱
託
ス

同

年

rnJ
月
十
五
日
（
官
報
）

叙
正
七
位
（
四
月

一

日

）

助

牧

投

千

取

M
哉

0
数
官
會
議
―
―
一
月
十
六
日
午
前
十
時
よ
り
會
議
室
に
於
て
本
年
度
序
年
末
に

於
け
る
生
徒
及
始
の
決
定
並
に
特
待
生
選
定
等
に
閥
す
る
件
を
議
す

新
吉
（
二
年
）

正
俊
（
四
年
）

滋
（
二
年
）

彫
刻
科
朔
造
部

勝
（
二
年
）

浩
（
三
年
）

剛
一
（
五
年
）

瀦

野

禎

網
野
必
俊
(

l
-

．年）

東
山

本

束
京
芙
貨
序
校
数
投

兼
束
点
商
科
大
ゆ
豫
科
牧
授

本
年
の
特
待
生

且

科

埒
井

谷
本
千
代
雄

但
往
復
共

品

占

田

坂
松

兼
f11

日

J
J
（
二
年
）

窪
治

(
1

年＇）

欣
一
（
四
年
）

窯
田
千
吉
郎
（
四
年
）

卒
業
式

＿
―
-
月
二
十
四
日
第
三
十
六
回
卒
業
證
T
ば
授
輿
式
を
本
佼
大
講
堂
に
於
て
畢
行

す
。
例
年
の
如
く
午
前
十
時
新
卒
笈
生
式
め
に
入
り
芹
席
、
鈴
川
数
務
士
任
よ

り
式
に
脳
す
る
注
意
あ
り
、
次
で
戟
且
、
卒
哭
生
、
来
賓
の
苫
席
せ
ら
る

4

渡
邊

山
本

笠
問 漆

輿
男
（
五
年
）

工

科

玉
生

開

年
二
（
四
年
）

清
純
（
丘
年
）

利
雄
（
四
年
）

闘

案

科

逍

科

村
田

政
只
（
四
年
）

中
品躊

八
井

洪
山

四
郎
（
五
年
）

艮
一
（
四
年
）

正
雄
(
-
ー一
年）

中
川
建

築

科

中
野

彫
刻
科
木
彫
部

伽
〕
正
明
（
二
年
）

海
野

合
田
留
古
（
四
年
）

後
藤

金
t
科
彫
金
部

匁
一
（
二
年
）

建
夫
（
五
年
）

金
工
科
鍛
金
部

片

熊

K
n

祈
納
忠
之
介
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熊
野
格

小
春

同

大

野

宜
秀
雄

新
し
き
生
活

同

同

大

月

涸

同

花

田

同

同

本

多

治

郎

果
園

本
科

岩
田
覺
太
郎

盆
室
の
裸
女

編
物
す
る
女

同

同

石

井

泊

夫

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録
（
席
次
イ
ロ
ハ
順
）

日
本
盤
科

遠
き
思
ひ

同

同

池
田
幸
太
郎

裸
女

自
粛
像

本

科

犬

丸

順

衛

科

名

選

科

特

別

駆

生

日
本
盟
科
…
；

•
•
…
…
…
•
•
ニ
ー…
…
…

·
:
·
:
0
:
•
•

…
•
…

:
O
·…
…
•
•
…
…
―
―
―

西
洋
益
科
…
…
…
…
…
…

三
五
…
…
…
•
…
・
・
四
…
…
…
…
一
•
•
•
•
•
…
…
…
•
四

0

塑
造
部
・
・
・
・
・
・

・
；
…

八
•
••…
…
·
·
:
：

九
·
·
·
…
•
…
:

0
:…
•
•
•
•
•
…
…
一
七

彫
刻
科

一
木
彫
部
…
…
…
•
•
三
：
·
…
…
·
：
・
・
・
四
：
·
…
…

．．． 

0
…
…
…
•
…
…
・
・
七

建
築
科
…
…
…
…
…
…
…
…

五
…
…
…
…

•
•O
…
…
…

•
•
O……
·
:
·

··
：
・
・
・・
五

岡
案
科
…
…
…
…
…
…

…
一
五
…
…
…
…

·
:
O
…
…
·
…

•
•
O
•
•

…
…
・
・
・
・
・
・
・
一
五

一
彫
金
郡
…
…

…

•
•―
-：
·
…
…
…
…
-
…
…
…

·:

O
…
·
·
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三

金
工
科

鍛
金
部
…
…
…
…
二
…
…
…
…
・:0:・
…
…
・:
0
…
…
…
…
…
;
：
ニ

躊
造
科
：
…
…
…
…
…
…
…

•O
…
…
…
…
·
;
-
…
•
•
…
…
•
O…
…
…
…
…
…


漆
工
科
…
…
…
…
…
•
•

•
•
…
•

•
四
：·
…
…
…

．．． 
0
:
…

·
·
·
·
·
·
·O
·
…
…
…
…
…
•
•
四

岡
憲
師
範
科：
·
…
…
…
…

二
五
…
…
•
•
…
…

•
O…
…
…
…

0
:
·
·
…

…
…
・
・

ニ
五

合
計
·
·
·
:
·

…
…
…
…

―
二
0
:
…
…
…
•

一
九
…
…
…
…

一
…
…
…
…

一
四0

西
洋
甕
科

山
ふ
と
こ
ろ

夜

同 同

白

尾

庚

平
岩
長
四
郎

吉
崎
風
尿

罷
春

洛
外
洞
趣
二
題

晩
春

浦
遊

骨
牌

姉
妹

紺
晨

迦
日

母
子

早
春
の
丘

小
津
秋
尿

山
村
初
秋

湘
南
初
冬

同 同 同 同 同 同 同 同 同

本
科

,
1
 

,:,,a
 

同

卒
業
生
科
別
人
員

同 同

や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
の
式
群
に
始
ま
り
、
各
科
総
代
に
卒
業
證
街
を
授

典
。
校
長
の
告
別
孵
、
文
部
大
臣
訓
僻
代
誼
、
卒
業
生
穂
代
（
建
築
科
大
澤
純

吉
）
答
辟
に
て
式
終
る
。
職
員
及
新
卒
業
生
は
本
館
玄
闊
前
に
て
紀
念
の
撮
影

を
な
す
。

liIj 同

洞
澄
山

粧
ひ

同 同

正一――

荻

原

逹

義

和
田
藤
十
郎

川
村
俊
一

香

川

光

廣

吉
田
曹
好

吉
田
一二
樹一――

田
岡
耕
作

武
田
勘
右
衛
門

長

澤

信

雄

山

本

求

小

堀

安

雄

荒

井

浩

佐
藤
艮

一
郎

坂

井

沖

宮
崎
八

一

大
山
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骨
牌

同

同

白

井

次

郎

姫
女

同

小

倉

政

女
と
花

同

同

水

上

信

雄

お
ん
な

同

橋

本

敦

喜

彼
の
休
息

同

同

小

磯

良

平

娠

同

同

襄

少 豊
女

選
科

同

夜防
田
氏
の
ア
ト
リ
ヱ
に
て

同

同

啓

同

同

同

四
郎

同

猿
芝
居

座
れ
る
女

麗
人
立
像

果
物
籠
を
持
て
る
女

ダ
ソ
ス
靴
は
く
女

同

同

同

同

同

修
次

同

同

同

同

同

同

長
男

矢
田
洞
四
郎

深
井

藤
岡

小
堀

近
藤

冑
山

山
口

|dj 

同

同

春A
rleq
ui
n
の
俄
装

花
を
配
せ
る
婢
人
像

M
老
人
と
小
鳥

L
a
 d
a
n
s
e
u
s
e
 

X 

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

少裸裸早裸庭
女陀女秋婦
裸少二

女人

同

同

同

同

荻
野

荻
須

加
山

瑛
彦

高
徳

四
郎

河

田

照

太
刀
川
英
次
郎

田

村

義

夫
弘
二

裔
橋

麻

島

功

瀧

波

恒

雄

瀧
澤
健
一
――

中

西

利

雄

中
川
規
矩
麿

永

田

一

脩
恋
之

中
田
猪
千
二

海
野
亥
之
輔

安

永

頁

徳

松

山

兼

政

安

藤

秀

吉

木

村

珪

―
―

杉

田

忠

治

猪
叉
倭
文
雄

牛
島

静
座

夢
想

婦
人
立
像

赤
い
立
像

此

女
頭
の
小
さ
い
女

立
て
る
若
人

本

科

星

郎

彫
刻
科

塑
造
部

俯
祝

同

特

別

穆

生

諏

述

登

同

同

同

同

都金

相 貞

同

同

顔

水

同

選

科

張

同

同

椅
子
に
よ
る
裸
婦

或
る
夫
人
の
ブ
ロ
フ
イ
ル

裸
婦

髪
椋
く
女

裸
女

静
物

裸
婦

同

同

杉
浦

菱
田

秋武

鳳採龍海夫

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

F
氏
の
似

同

同

裸裸
女

同

同

森森日
翡

翠
扇

同

同

お
と
ゞ
ひ

同

同

島

野

重
之

政
榮

寅
雄

逹
雄

俊

雄
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圏
案
科

近
代
生
活
喜
塁
(
I如
疇
内
）

工
業
地
帯
（
都
市
）
二
於
ケ
ル
遊
園
地
設
計
圏
案

装
飾
文
様
（
架
園
）

新
聞
社

同

服

部

尚

子

器
局

同

石

川

正
己

本

科

池

邊

義

敦

同

柴

田

建
築
科

施
療
病
院

日
華
藝
術
聯
盟
協
會
會
館

工
藝
學
校

M
a
i
s
o
n
 D
e
 P
i
e
r
i
d
e
 

甚
作

一
胤

健
吉

武
雄

六
郎

ボ
ー
ズ
せ
る
女

宙
棚
及
飾
品
岡
案

装
飾
文
様
（
惧
悩
）

染
刺
繍
應
用
衝
立
岡
案
（
長
閑
）

卓
布
文
様

装
飾
圏
案

室
内
装
飾
固
案
芦
3

註
尉

姉
人
化
粧
室
内
用
具
闘
案

装
飾
圏
案
（
太
阻
讚
歌
）

壁
掛
岡
案
（
み
の
り
）

印
度
劇
舞
窒
及
服
装
闘
案

店
頭
装
飾
及
各
種
工
藝
岡
案

絨
鮭
圏
案

金
工
科

彫
金
部

[T
h
e
 E
t
e
r
n
a
l
 V
i
s
i
o
n
)
 

装
飾
楯

(
T
p
e
e
t
el.n
al A
i
s
i
o
n)
 

躊
造
科

男
性

女
性

花
瓶

漆
工
科

釣
花
盛

鍛
金
部

花
盛
器

飾
骰
物

花
瓶

本

科

針

田

市

泊

選
科

同

佐
久
問
輝
清

品

田

浜

同

石
持

千
葉

大
澤

田
原

本
科

八
田
辰
之
助

同 同

選
科

本
科

同 本
科

紳
田
不
二
男

寺

崎

有

作

富

田

稔

秤追女裸秋観犬
迦想像 昔

同 同

森平
松

同 選
科

大
川

山
本

忠
治

遥

一

克
孝

餌
二

大
逝

同 同

鈴
木

鈴
木

正
逍

信
任

同

山

田

同

妹
尾

同

山

下

本

科

高

橋

泰
蔵

慶
治

同 同

ト

ル
ソ

戦
へ
る
女
人

木
彫
部

同

同

片

岡

同

美
樹

白
尾
榮
三
郎

毛

利

登

瀬
尾
｀
氷
敏

甜
信

村
瀬

同

安
枝

松
尾

宮
地

平
賀

錬寅 金
環二彦薫馨 一

同

同

同

女
の
首

裸
婦

腰
か
け
た
女

同

同

同

同

同

竹

田

同

利

野

禎

三

長
安
右
術
門

古

江

尿

二

竹
内
一
＿
＿
男

成
田
虎
次
郎
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丸
箱
（
華
鳳
文
）

盛
物
器

文
甕
（
朝
）

圏
聾
師
範
科

就
戟
根
校
名

熊
本
縣
立
人
吉
中
學
校

一
廊
井
縣
立
敦
賀
裔
等
女
學
校

東
京
府
立
第
一
商
業
學
校

宮
崎
縣
立
妻
中
學
校

輻
島
縣
師
範
學
校

鹿
兒
島
縣
立
出
水
扁
等
女
學
校

岡
聾
師
範
科
祈
究
科
在
學

嚢
潤
嚢
南
長
老
中
學
兼
長
老
高
女

富
山
縣
女
子
師
範
學
校

北
海
達
罷
立
室
蘭
中
學
校

東
京
市
立
商
菜
學
校

熊
本
縣
第
二
師
範
學
校

山
形
縣
立
酒
田
高
等
女
學
校

北
海
道
巖
旭
川
師
範
駆
校

愛
知
縣
立
豊
橋
第
二
中
學
校

宮
城
縣
立
白
石
中
學
校

北
海
道
罷
立
旭
JI中
學
校

千
葉
縣
立
安
房
中
駆
校

宮
城
縣
立
築
館
中
學
校

同

山

本

文

司

弘

竹

田

定

明

竹

内

捷

司

塚

本

張

男

山

尾

蕪

明

鷲
尾

〔玉〕王
四

敬
義

加

藤

洞

吉
JI

洞

EEl邊
門

樹

上

野

成

之

戸
田

大
岡

文
男

新
入
學
生
人
名
（
姓
名
い
ろ
は
順
）

日
本
盛
科

岩

城

照

夫

馬

場

一

雄

蓮

見

廣

門

堀

田

文

雄

裔

橋

栂

成

澤

精

一

町

田

成

明

藤

森

松

兵

衛

赤

井

隆

二

郎

櫻

井

員

太

郎

住

田

優
西
洋
粛
科

惇

石

川

郁
郎

大
西

信

義

岡

郎

永

沼

貞

雄

岩
松

滋
彦

濱
口

孫

夫

牲

川

英

雄

田
中

油

大

平

方

神

蔵

貫

一

糟

谷

買

吉

川

安

雄

大
宮
司
正
一尚

伏
石

水
谷

王
子

花
岡

大
岩

中
西

勇
二徳

一
郎

繁
男

春
夫

横

山

鎮

治

長

嶺

雅

男

有
海
伍
久
造

宮

原

武

文

林

谷

乙

治

外

河

武

夫

陳

澄

波

蔭

織

春

原
田

井

上

新

治

池
田
格
次
郎

進
一茂

馬
場

扁
井
市
立
穴
科
高
等
女
學
校

長
野
縣
立
上
田
中
學
校

鳥
取
縣
女
子
師
範
學
校

群
馬
縣
立
太
田
高
等
女
駆
校

宮
崎
縣
師
範
學
校

岐
阜
縣
立
恵
那
中
學
校

山
岸
興
三
治

〔望〕

新
入
學
生
本
年
の
入
序
志
窒
者
は
本
科
五
八
九
名
選
科
四
八
名
特
別

駆
生
二
三
名
闘
聾
師
範
科

一
九
一
名
合
計
八
五
一
名
に
し
て
入
學
試
験
の

結
果
一
八

0
名
を
選
抜
入
駆
を
許
可
さ
れ
た

岩

田

民

也

同

崩

澤

榮

作

小

川

金

重

鈴

木

壽

――

櫻

庭

彦

治

光

岡

始

宮
川
退
一
―
―

宮

崎

豊
[承
]

尾
脳
重
之
而

同
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彫
刻
選
科
木
彫
部

岩
瀬
富
士
雄

池
之
上
秀
志

石
塚

出

水

勝

利

原

田

峻

江

上

正

男

清

水

利

治

岡
術
師
範
科

4
 井

上

安

一

編
田
千
代
造

有

地

祖

則

介

川

芳

松
彫
刻
科
木
彫
部

奥
山

貞
男

泰

堂

茄

手

納

宏

安

田

春

男

長
谷
川
烈
吾

影

山

治

見

吉

田

降

茂
漆
工
科
選
科
二
年

弘
恵
蔵

＿

艮

紀

新

谷

彫
刻
選
科
塑
造
部

長
谷
川
正
雄

閥

東

賢

二

齋
藤
長
四
郎

t
寸
J
4
才

尾
池
理
三
郎

前
田
興
十
郎

信
治

大

石

兼

男

文

錫

五

水
野
金
三
郎

河
本

熊
谷

大
森

中
村

笹
村

横

田

啓

古
田
佐
久
穂

山
田

戸
品

巌

多

田

茂

吉

熊

男

浅

野

茂

夫

田
究

虹

吾

辻

正

雄

新

免

弘

男

氷
峯

治

菅
沼
藤
太
郎

絡
造
科

秤

雄

占

國
松
秀
二
郎

漆
工
科

泰
明

松
木

輻

田

安

敏

知
坂

浩

喜
吉

鈴

木

孝

次

若
島

俊
夫且

m
、1

秀
雄

魯堀
谷江

義一泰
男芭夫

高
木

名
渡
山
愛
順

柳

澤

松

一

寺

田

頼

一

佐
久
間
忠
助

島
田
彦
五
郎

椎

原

治

杉

村

惇
西
洋
沢
科
特
別
尿
生

魯

弘

朴

根

縞

徳

来

韓

三

鋲

彫
刻
科
塑
造
部

林

入
江

弘

是

大
島
住
之
助

健
次

何 朴

古

鎖

焚銅

金李

應 景

理

李

馬

湊

閥
案
科

池

田

美

明

林

組

次

郎

茄

生

寛

吉

村

幸

一

郎

向

井

祗

三

郎

福

井

尚

武

遠

藤

蒲

四

郎

我

妻

榮

金
工
科
彫
金
部

長

谷

川

昇

笠

原

八

洲

男

金
工
科
鍛
金
部

小
杉

小
山

篠
原

押
野

谷
内

尚

文

辻

彦＿
―-

越

田

成
勝

芳

文

片

野

久
夫復

喜
作

中

根

岡

一

山

下

武

郎

齋
藤
鴻
―
―
―

佐
々
木
四
郎

島
律

一
郎

廣

田

威

安

松
永

齋
藤

木
下

白
JII

廣
田

竺
l

祁
頂
男

下
村

妹
尾

黒

田

頼

網

回

城

寺

昇

佐

藤

久

雄
泊

源
吾

嵩
伯

水
品

小
野
田

梅
田

佐
保

l"氏
雄新

求

春
吉

建
築
科

明

小

ロ

一

艮

一

加

介

井

昭

夫

松

浦

主

税

後

藤

菩

一

郎

村
松
作
次
郎

天
野

正
治

長
娯
武
四
郎降

岡
田

片

介

仁

小

林

芳

聰

涛

柳

諦

衛
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硲
田

工
藤

泊
田

水
野職

員
動
静

石
田
英
一
数
授
の
出
稜
金
工
研
究
の
為
め
佛
蘭
西
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
た

同
氏
は
加
茂
丸
で
出
装
の
様
偲
へ
ら
れ
て
居
た
が
都
合
上
少
し
く
廷
び
て
愈
々

〔二〕

四
月
一

＿十
五
日
東
京
郭
出
焚
夫
人
同
伴
京
阪
見
物
の
上
一
十
八
日
神
戸
港
出

帆
の
熱
田
丸
に
乗
船
せ
ら
る
同
日
は
恰
も
古
美
術
宜
地
見
阻
霊
述
解
散
の
翌
日

な
り
し
為
め
和
田
季
雄
、
海
野
建
夫
、
磯
崎
美
夫
の
諸
士
見
送
り
に
加
は
り
夫

人
及
卒
業
生
江
島
君
其
他
敷
名
の
見
送
人
と
共
に
五
彩
の
テ
ー
プ
を
交
叉
し
て

同
氏
の
行
を
盛
な
ら
し
む

5
、
新
井
白
石

歴
史
入
序
試
験
問
題

6
、
籐
原
逝
長

ー、

島
原
ノ
胤

2
、
金

閣

3
、

正

倉

院

7
、
平
安
奨
都

左
ノ
話
項
ヲ
年
代
順
二
列
ペ
テ
知
ル
所
ヲ
記
セ

4 ヽ

日

蓮

(
l
)
 

(

2

)

 

ゞ

閾
案
科

昭
和
二
年
金
工
科

三

月

躊

浩

科漆
工
科

m器
翠
芹

0
〕̀

ー
涵
Ill4ヽ
円
辻
浪
7

苗
+
N
11巌
玲

x、
て
滓
回
澤
落
ヽ
9

議
ヽ

〔

9
〕

固
袋

1
1
4固
9
＼
臣

11
冴
滞
＞
』

y
I
1
1
半
深
X
)＄
パ
宝
ヽ
咄
国
＞
辮

〔四
国
〕
翌
念
哄
A
徊

翌

詈

蓋

岳
丑
1
1井
111}i
+
4
m

0
入
學
試
験
問
題

本
年
度
入
學
試
瞼
問
題

同

（

囲

案

科

）

衣
食
住
と
岡
案
と
の
閥
係
に
就
て
。

一
好

正
義質

日
骰
加
賀
夫

龍
也

(
r
J
l
 

克
已

片
岡

陳

承

藩

若

林

民

治

吉
川

育

次

大

家

成

哉

根

本

義

康

中

村

新

次

郎

籐

原

徳

太

郎

小

腺

利

雄

金

道

瑯

―

―

―

補

次

郎

宮

崎

央

川
口

高

橋

五

郎

大
貝
蒲
太
郎

赤

塚

時

雄

溝

田

豊
只
夫

4
、
カ
チ
。
（
ね
う
ち
）

3
 

作
文
入
學
試
瞼
問
題
（
麟
止
匹

漆
〔
工
〕
科

本
校
へ
入
學
を
志
し
た
る
理
由
。

5
 

昭
和
二
年

三

月

一、

左
の
語
句
を
解
秤
せ
よ

1
、
彼
の
作
品
は
千
益
一
律
で
且
つ
全
く
の
想
像
に
馳
せ
て
ゐ
る
。

2
、
櫻
花
は
優
美
で
濃
艶
、
梅
花
は
洞
楚
で
高
邁
の
氣
韻
に
富
ん
で
ゐ

る。

3
、
讀
害
三
昧
。

4
、
提
携
。

5
、
安
寧
。

二
、
左
の
文
字
に
瑕
名
を
付
け
よ
。

r
捐
ヵ
〕

1
天
睛
、
2
、
義
損
。

3
、
期
待
。

4
閥
裁
。

――
-、

出

取

ー、

ハ
ッ
ク
ッ
。
（
ひ
ら
け
す
4

む）

2
、
ク
ワ
ソ
ケ
イ
。
（
か
4

は
り
）

ハ
ソ
シ
ャ
。
（
て
り
か
へ
し
）

工
藝
部
國
語
入
學
試
験
問
題

5
、
船
出
。

コ
ウ
ザ
ウ
。
（
＜
み
た
て
）
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(3) 
下

廊
三

角
形

a
b
c
ハ

底
邊

b
e
水
平
面
二
接
・
ン
頂
貼

a
ハ

水
平

面
上

二

寸
ノ

高
サ

ニ
ア

ル
時

ノ
平

面
園

ナ
リ

コ
ノ

三
角

形
ノ

宜
形

ヲ
求

メ
ヨ

。

a
 

ぐ
％

b
 

4
寸

C

(4) 
三

角
錐

閥
ア

リ
之

ヲ
下

闘
ノ

如
ク

水
平

面
＝

垂
直

ナ
ル

平
面

m
n

ニ
テ

裁
断

ンヽ
ク
ル
立
面

闘
ヲ

搬
ヶ

但
・
ン
錐
腔
ノ
轟
サ
ヲ
ニ

寸
1、
ス

（
コ
ノ
形
ヲ
窪
・
ン
粛
ク
ペ
シ
）

注
慈

製
岡

ハ
ナ

ル
ペ

ク
正

確
二

品
キ

，
製

囲
二

用
ヒ

・ン
線

ヲ
線

テ
残

シ
胚

ク
ペ
シ

c 

a 

b 
闘

壼
師

範
科

入
學

試
験

問
題

至
午

前
十

時

語
（

コ
ノ

用
紙

ノ
餘

白
二

害
ク

ベ
シ

）

昭
和

二
年

三
月

十
九

日

英

1. 

自
午

前
八

時

英
文

和
繹

O
n
e
 morning, a

s
 w

e
 waited for brea

kfast, w
e
 noticed 

that a
m
o
n
g
s
t
 father's there w

a
s
 o
n
e
 f
r
o
m
 Japan. 

T
h
i
s
 

w
e
 k
ne

w
 bec

a
use w

e
 s
a
w
 the J

a
p
a
nese postage sta

m
p
 

95 ー

o
n
 the envelope.

 

M
a
n
y
 people 

are poor, 
w
h
o
 m
i
g
h
t
 
b
e
 
rich, 

b
e
c
a
u
s
e
 

t
h
e
y
 s
p
e
n
d
 all 

the m
o
n
e
y
 they 

are 
able 

s
a
v
e
 

to 
e
a
r
n
.
 T
o
 

m
o
s
t
 people, 

it 
is 

m
u
c
h
 easier to e

a
r
n
 m

o
n
e
y
 t
h
a
n
 to 

m
o
n
e
y
.
 O

n
e
 of 

the 
chief 

couses 
of 

this
 is 

the 

result 
of 

b
a
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
.
 

和
文

英
諜

中
厚

ヲ
卒

業
・

ン
テ

カ
ラ

其
大

部
分

ハ
瑯

門
牧

有
ヲ

受
ク

ル
人

々
デ

ア

苫c豆75諾蛍廷料N踪

2 

ル。私
ノ

故
郷

ハ
東

京
ヲ

距
ル

ニ
百

里
デ

山
卜

海
ト

ノ
尿

色
ガ

形
容

ノ
出

来

ヌ
程
美
シ
イ
。

酉
翠
垣
産
淀
<
迅
揺
毯
巨
菜

笹
品

11
叶

II
I匹

十
兵

工

四
壮

桓
十

世
拙

出
吐

I,
媒
l咀

器
堂

乏
以

裟
お

{
枢

恙
...>JQ

至
忘
旦
c
如
醤
策
ギ
サ
〇

l
 l'
心
+
—
ヽ
如
筈
以
冠
如
蓄
殺
ギ
ペ
゜

lll'
紺

Q
缶

密
以

誨
枇

淀
俵

ギ
ペ

,.....,
嗣
恙
K
+
'
N
'

•(
K
ヽ

n
へ
心

O
'
出
w
.
J
J
',..,

后
逮
⇒
沼

m
＇
俎
隧
—
区
玉

菌
典

匿
鮨

垣
埋

蕊
<

赴
涵
i箔

匡
器(
~
卜

］

笹
品
1
ll!rlll~十

兵
m

四
悧

壮
巡

l
営

拙
壮

巡
目

堂

辻
奴
煕
{
+
け
痣
く
か

1
m

 =
-
迷
•
‘
｀
ざ
約
墜
<
)
-
,
筈

II
叩
岩

11
1卜
裔
含
i

•( 

ヽ゚

l
,

渕
Q
掛
討
口
や
淀
貶
ギ
召゚



窃
生

固

案

ェ

塁

案

辿

築

科

{fS生

二
、
左
の
語
に
禎
み
飯
名
を
つ
け
よ
。

1
、
渇
仰
、
2
、
該
博
、
3
、
浪
喪
、

取

三
、
害

1
、
サ
ソ
ラ
ソ
、

2
、
パ
ソ
サ
ソ
、
3
、

5
、
モ
ウ
ラ
、

6
、
ケ
ソ
コ
ウ
、
7
、

日
本
術
科
｛
窪
生

{iut
-―I:

西
洋
盟
科

昭
和
二
年

―
―
―
月

｛紅
生

彫
刻
科
塑
造
部

石
行
胸
像
（
木
炭
盟
）

ー
、
塑
迭

{2
、
｛島生

ー

彫
刻
科
木
彫
邪
{

4
、
益
痒
、

レ
ン
ラ
ク

ハ
ソ
プ
ク
、

5
、
索
引
、

8
、
キ
ャ
ウ
フ
。

t

入
]

東
点
美
術
學
校
各
科

fr技
人
學
試
験
問
題

黄
水
仙
一
本
（
毛
筆
搬
又
ハ
鉛
坐
府
色
盟
）

林
檎
一
個
及
慈
姑
一
個
組
合
七
構
雌
（
毛
節

粛
又
ハ
鉛
筆
着
色
恨

石
刊
マ
ス
ク
模
作

石
t
"胸
像
（
木
炭
斑
叉
ハ
鉛
宜
憲
）

木
彫
又
ハ
塑
造
木
彫
ハ
平
肉
手
板
校
作
（
桐
）

翌
嘉
悶
竺
翌
鰐
憚
響
宝
）

石
灯
胸
像
（
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
牛
面
俊
）
（
木
炭
沢
又

＾
鉛
筆
益
）

紅
百
合
、
く
わ
ゐ
（
毛
節
整
又
ハ
鉛
筆
淡
彩
盟
）

ば
ら
ヲ
匹
料
ト
シ
テ

(g物
ヲ
典
フ
）
上
図
二
充
填

5

慧
謬
紐
見
応
。
々
”
[
l
v
A
7
伊
Oc
ノ
地

〔

4
]5ヽ

 

〔
伸
力
1

1

國
策
樹
立
、
2
、
荏
苗
。

3
、
白
屈
、
3
、
紳
縮

4
、
断
腸
の
思
、

ソ
ウ
ジ

トーi

← ド

笞
n

濫
癌
率

A
笠
武
惑
耳
歴

弦

全

翌

111井
IllHIIIご
呂

丸
8
沖
内
苔
塩
斗
入
L

1•You 

w
a
n
t
 for a
 f
r
i
e
n
d
 
s
o
m
e
 w
h
o
m
 y
o
u
 w
o
u
l
d
 

〔

u
〕

〔

d
J

(
l

こ

t
o
 h
a
v
e
 w
i
t
h
 y
o
n
 in 
t
r
o
u
b
l
e,
 s

h
o
u
l
u
 
y
o
n
 
m
e
e
t
 it
,
 

a
s
 

w
e
l
l
 a
s
 
i
n
 
sport; 
s
u
c
h
 a
 o
n
e
 
is 
o
n
e
 
w
h
o
 h
a
s
 

r
e
s
p
e
c
t.
 

T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 
m
o
t
h
e
r
`
 

t
e
m
p
t
s
 
t
o
 
b
e
s
t
o
w
 

w
h
a
t
e
v
e
r
 
h
e
r
 situation
,
 at, 

h
e
r
 
c
h
i
l
d
r
e
n
 
w
h
a
t
 
s
h
e
 
d
i
d
 

n
o
t
 
p
o
s
s
e
s
s
;
 a
n
d
 
s
h
e
 
m
a
k
e
s
 
a
n
 effor
t
 t
o
 i
m
i
t
a
t
e
 a
s
 

little a
s
 p
o
s
s
i
b
l
e
 w
h
a
t
 h
e
r
 m
o
t
h
e
r
 d
i
d
.
 

〔

a
r
e〕

A
l
l
 
g
o
o
d
 b
o
o
k
s
 o
f
 t
h
e
 h
o
u
r
 a
 e
 s
i
m
p
l
y
 t
h
e
 useful o
r
 

湘

u
p
o
n
 

n
T踪
ー
惹

咄
耳

lII=ヤ

y
o
u
r
 

k
e
 

岡金

塁~ '範躊 ド—---—ーI.I尺— ----- 4

｀ 二
<-I~ リ

盟持ッ面ッ

B
 

335 第5節 昭和 2年



(
u〕

pleasant talk 
of s

o
m
e
 p
e
r
s
o
n
 w

h
o
m
 y
o
n
 c
a
n
n
o
t
 other-

w
i
s
e
 c
o
n
v
e
r
s
e
 with, printed for you. V

e
ry

 useful often. 
(
n〕

telliug 
y
o
u
 
w
h
at 

y
ou

 n
e
e
d
 
to 

k
n
o
w
;
 
v
e
r
y
 
pleasant 

often, a
s
 a

 sen
sible

 friend's
 present talk w

o
u
l
d
 be. B

u
t
 

vヽ
e
m
a
k
e
 the w

o
r
s
t
 possible use, 

if 
w
e
 allow t

h
e
m
 to 

（
マ
マ
）

u
s
u
r
p
 the place of 

true books; for,strictly s
p
e
a
k
i
n
g
 t
h
e
y
 

（
マ

マ
J

are not b
o
o
k
s
 at all, 

b
u
t
 m

ete y
 lette

rs 
o
r
 n

e
wspapers 

Il 
ー2 ー2 

34 

in 
g
o
o
d
 print. 

次
の

文
を

英
諄

す
べ

し

ロ
ダ

ソ
(R
o
d
i
n)

は
モ

デ
ル

に
あ

る
姿

勢
を

強
る

や
う

な
こ

と
は

決

し
て
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
す
。

近
頃

東
京

で
は

様
々

な
様

式
の

建
築

が
見

ら
れ

る
の

で
甚

だ
興

味
が

あ

り
ま
す
。

昭
和

二
年

三
月

建
策

科
試

験
問

題

敷
尿

時
限

二
時

問

甲
罪

ヨ
リ

乙
郭

二
向

ヘ
ル

汽
車

ガ
3
0哩

ヲ
走

リ
シ

中
機

閥
二

故
院

ヲ
生

ジ
10分

間
仰
車
ヽ
ン
ク
ソ
レ
ヨ
リ
速
サ
ノ
1—
ヲ
減
ジ
ク
ル
為
メ
定
刻
ヨ
リ

3
 

1
時
問
延
沿
・
ン
ク
リ

モ
シ

故
閃

ガ
出

痰
後

2
時
間
ニ
シ
テ
起
リ
・
ン
ナ

ラ
バ

（
停

車
時

問
等

前
卜

同
様

）
前

ノ
場

合
ヨ

リ
モ

2215分
丈

早
ク

到

着
・
ン
得
タ
ル
ベ
・
ン
、
甲
乙
雨
郭
間
ノ
距
離
ヲ
求
ム

m
+
n
_
n
+
1

 
l
+
m
 

a
 

=
-

『
-
＝

C
 

ナ
ル

時
1
:

 m:
 n

ノ
比
ヲ

a,b,c,
ニ
テ

表
ハ

セ

三
角

形
ノ

ー
邊

二
垂

直
ナ

ル
直

線
ヲ

引
キ

其
三

角
形

ヲ
ニ

等
分

ス
ル

事

直
圃

堺
ノ

軸
二

平
行

ナ
ル

平
面

ニ
ヨ

リ
テ

ノ
被

ロ
ハ

矩
形

ナ
ル

事
ヲ

腔

5 

七
ヨ

、

A
 

B
 

(
C
o
t
)
 

A
+
B
+
C
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（二）
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二
時
間

名

注
意
、
総
テ
説
明
ヲ
要
七
ス
符
腋
ヲ
ッ
ケ
テ
正
確
二
聾
ク
ベ

・ン

典
ヘ
ラ
レ
ク
ル
三
角
形
卜
等
租
ァ
ル
正
方
形
ヲ
梵
ヶ

左
ノ
闘
形
ヲ
ニ
等
分
・
ン
且
ッ
其
中
心
ヲ
求
ム

志
笙
科
名〔姓〕性

二
時
間

工
藝
郡
用
器
捉
法
試
験
問
題
（
昭
和
二
年
三
月
廿
九
日
）

H ． a ， 

I' 6' 

L6
 

H
 

a
 

G
 

blZ 

F
 

E
 

D
 

（
四
）

(
-
―

-
)
 

工
藝
部
用
器
珈
法
試
瞼
問
超
（
昭
和
二
年
ーー一
月
廿
九
日
）

志
望
科
名[姓〕性

名

注
惹
、
飽
テ
説
明
ヲ
要
七
ズ
符
隙
ヲ
ッ
ケ
テ
正
確
二
盟
ク
ペ
・
・

〔
マ

r
]

左
岡
ノ
如
ク
角
柱
ヲ
平
面
「

M
、

N
、

0
ヲ
以
テ
裁
断
・ソ

ク
ル
ト
キ

ノ
平
面
投
影
卜
其
宜
形
展
開
及
ヒ
岡
ヲ
盟
ヶ

□
[AD 

二
時
間

工
藝
部
用
器
壺
法
試
験
問
俎
（
昭
和
二
年
三
月
廿
九
日
）

志
整
科
名

〔姓
1性

名

〔紀〕

注
慈
、
線
テ
説
明
ヲ
要
七
ズ
符
琥
ヲ
ッ
ケ
テ
正
確
二
盟
ク
ペ
シ

[
r
マ〕

左
図
ハ
立
方
陀
ノ
投
影
闘
ニ
・
ン
テ
ハ

B
ハ
其
劉
角
線
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ

リ
然
ハ
其
劉
角
線
ノ
宜
長
ヲ
現
ス
ト
キ
ノ
投
影
闘
ヲ
盟
ヶ
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入
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D
 

昭
和
二
年
三
月

建
築
科
用
器
粛
法
試
験
問
題

注
意
、
製
圏
ハ
正
確
ナ
ル
ヲ
要
ス

製
岡
二
必
要
ナ
ル
線
ハ
全
部
保
存
ス
ペ
シ
、

圏
形
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
二
記
琥
ヲ
要
ス
、

一
、
多
角
形

A
、

B
、
C
、

D
、

E
、

F
、
卜
等
秋
ノ
平
行
四
邊
形
ヲ
作
レ

氏

名

゜

ト
」

i
i
i
i
i
i
i
i

D' ボ

， p ， 

昭
和
二
年
ーニ
月

建
築
科
用
器
監
法
試
瞼
問
題

注
意
製
岡
ハ
正
確
ナ
ル
ヲ
要
ス

シ閾
形
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
岱
二
面
琥
ヲ
要
ス
、

三
、
闘
ノ
如
キ
雨
角
錐
ノ
相
貫
憫
ヲ
求
ム

x
 

a ＇ 

＇ b
-a
 

製
固
二
必
要
ナ
ル
線
ハ
全
邪
保
存
ス
ペ

氏

名

b
 

二
、
A
、
B
、
直
線
ノ
宜
長
及
雨
面
ト
ナ
ス
穴
角
ヲ
求
ム

Y
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同
學
術
研
究
ノ
為
愛
知
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

同 同

年
同
月
―

一十
日

卑
術
研
究
ノ
為
大
阪
府
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
五
月
六
日

同
叙
従
五
位

年
四
月
二
十
七
日

同

数

授

但
往
復
共
四
日
問
ノ
事

本
校
諧
師
ヲ
頓
託
ス

岡
田
捷
五
郎

但
建
架
科
二
課
ス
ル
建
築
―
惹
匠
授
棠
撥
任
ノ
事

森
井

健
介

同

第
六
回
朝
鮮
美
術
審
査
委
員
會
委
員
ヲ
嘘
託
ス

年
五
月
十
日

金
工
科
鍛
〔
金
〕
部
理
事
ヲ
免
ス

年
同
月
十
一
―-
B

教

授

石

田

英

講赦

師 授

結
城

今
泉

雄
作

金
工
科
鍛
金
部
理
事
ヲ
命
ス

貞
松

助

牧

授

野

口

， 
ノ‘

同

〇
職
員
辞
令

昭
和
二
年
四
月

一
日
（
四
月
十
五
日
官
報
）

叙
正
七
位

年
同
月
十
五
日
（
五
月
十
一
日
官
報
）

故
大
村
西
崖
妻

東
京
芙
術
學
校
赦
投
大
村
西
崖
在
官
中
死
亡
二
付
年
俸
一
＿
＿分
ノ

ー
下
賜

数

島

田

學
術
研
究
ノ
為
石
JII
縣
及
大
阪
府
へ
出
張
ヲ
命
ス

授
但
往
復
八
日
間
ノ
事

数

授

律

田

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

工
磋
審
査
委
員
會
委
員
被
仰
付

年
同
月
八
日

信
夫

講

師
同

津

田

信

夫

（
各
通
）

み

〔約
〕

任
東
京
美
衆
學
佼
書
記

年
同
月
同
日

帝
室
博
物
館
艦
査
官

講

高

橋師

助

数

授

千

頭

庸

哉

東
京
芙
術
學
校
近
事

〔
二
六
ー
ニ。

S
・
ニ

・
七

・
九〕

佳
突 柑；

健
自

同 同 同
學
術
宜
地
指
母
ノ
為
神
奈
川
縣
へ
出
版
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
四
日

束
京
美
術
學
校
服
務
賂
校

任
陸
軍
歩
兵
中
佐

年
六
月
七
日

本
校
講
師
ヲ
頻
託
ス

合
計
掛
ヲ
命
ス

紗
校
長

数

授

正

木

直

彦

六
角
注
多
艮

佐

藤

重

吉

山
田

廉

神
保
盟
治
郎

助
牧
投

但
往
復
共
一
日
間
ノ
巾

陸
軍
歩
兵
少
佐

但
日
本
益
科
給
苅
宜
否
切
任
ノ
小

香
取
秀
治
郎

小
泉

勝
紺
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ら
も
悦
ば
し
い
事
だ
。

年
同
月
十
七
日

陸
叙
高
等
官
五
等

同
年
同
月
＝
＿
十
一
日

忌

引

ヲ

免

ス

数

北

村

西

望

0
正
木

〔直
彦
〕
校
長
ハ
四
月
三
十
日
ョ
リ
五
月
六
日
二
至
ル
問
美
術
上
二
閥

ス
ル
調
査
ノ
為
石
川
新
潟
雨
縣
内
二
出
張
セ
ラ
レ
タ
リ

〇
結
城
〔
貞
松
〕
数
授
ハ
今
泉
老
〔
雄
作
〕
溝
師
卜
共
二
本
年
朝
鮮
美
術
審
査

委
員
會
委
員
ヲ
啜
託
七
ラ
レ
五
月
十
五
日
束
京
出
焚
朝
鮮
京
城
二
赴
キ
審
査

用
務
ヲ
果
タ
シ
―
二
箇
所
遊
覧
ノ
上
六
月
一
日
蹄
京
サ

レ
ク
リ

0
北
村
〔
西
望
〕
教
授
ハ
六
月
八
日
老
巌
父
郷
里
長
崎
縣
南
有
馬
村
二
於
テ
逝

去
ノ
為
急
逮
蹄
郷
忌
引
中
ノ
虞
廿
一
日
蹄
京
ノ
上
出
校
サ
ル
職
且
厚
誼
會

ヨ
リ
規
定
ノ
香
食
ヲ
附
リ
ク
リ
同
数
授
ハ
去
ル
三
月
中
立
堂
ノ
喪
二
遇
ハ

レ
今
又
三
月
ナ
ラ
ズ
シ
テ
厳
父
ヲ
哭
セ
ラ
レ
ク
ル
ハ
洵
二
痛
仲
ノ
至
二
堪
ニ

狭
窄
射
慇
場
新
設
開
場
式

校
内
に
狭
窄
射
撃
場
が
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
は
本
校
に
赦
錬
放
官
が
派
遣
せ

ら
れ
る
前
か
ら
の
事
だ
っ
た
が
文
部
省
の
方
針
で
軍
事
数
練
が
宜
施
せ
ら
れ
山

ロ

〔―――〕

少
佐
が
赴
任
せ
ら
れ
る
と
、
運
動
部
長
は
好
槻
逃
す
べ
か

ら

ず

と
、
校
長
に
も
お
願
ひ
し
危
瞼
の
な
い
事
を
も
説
明
し
て
お
許
し
を
得
た
が
、

槻
熟
さ
ず
で
延
ぴ
／
＼
に
な
っ
て
居
た
の
が
今
日
そ
の
開
場
式
を
罪
行
し
、
正

木

[
直
彦
〕
校
長
に
依
つ
て
第
二
邪
t空
面
芸
が
射
た
れ
妓
に
使
用
す
る
事
の
出

来
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
た
ゞ
に
数
練
上
か
ら
ば
か
り
で
な
く
興
味
の
上
か

ズ
同

授

数

授

矢

代

幸

雄

同
帝
醗
美
術
院
會
員
被
仰
付

同

年
同
月
―
―

-+n

数

投

建

畠

強

一

郎

帝
國
美
術
院
美
術
展
覧
會
委
員
被
免

帝
國
美
術
院
美
術
展
既
命
委
且
被
仰
付

年
同
月
二
十
九
B

同 同 〇
職
員
僻
令

昭
和
二
年
六
月
二
十
一
日

忌
引
ヲ
免
ス

年
同
月
二
十
二
日

同

講

師
同

亜
米
利
加
合
衆
國
ヲ
在
留
際
二
追
加
ス

年
同
月
二
十
四
日

依
願
帝
國
芙
術
院
會
且
被
免

年
同
月
二
十
三
日

数

授

香
取
秀
治
郎

津

田

信

夫

洞

水

編

蔵

数

授

森

芳

太

郎

名

唇

数

授

高

村

光

雲

数

投

北

村

西

望

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
六
ー
三
。

S
・
ニ

・
九

・
ニ
五
〕

此
の
立
派
な
射
慇
〔
湯
〕
が
出
来
る
事
に
就
て
は
諸
先
生
の
御
盈
力
は
申
す

迄
も
な
い
が
、
殊
に
齋
膝

〔幸
睛
〕
先
生
が
自
ら
鍬
を
執
つ
て
土
工
に
努
め
ら

れ
た
事
を
謝
す
る
。
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同 同
卑
術
研
究
ノ
為
千
葉
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
九
日

同

年
七
月
十
六
日
（
官
報
登
載
）

叙
正
七
位

間
ノ
事

ug〕

帝
國
美
術
院
美
術
屏
翌
會
審
査
貝
ヲ
命
ス

年
八
月
十
九
日

叙
動
三
等
授
瑞
賓
五

同
レ。ー

同

年
同
月
―
-
+
―
-
＿
日

忌
引
ヲ
免
ス

年
七
月
七
日

数

授

助
数
授

数

授

講

師

久
米
桂
一
郎

田
邊

津

田

信

夫

呑
取
秀
治
耶 至

同

松
岡

数 〔教

授投

亀
蔵
〕

長
原
孝
太
郎

輝
夫

柄
水

同

年

同

月

二

十

九

日

北
海
逍
小
樽
市
並
秋
田
、
福
島
雨
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

助
数
授

但
往
復
共
＿
―
-
日
問
ノ
事

和
田

季
雄

但
往
復
共
十
一
日

街

記

餅

筍

源

齋

数

謎

沼

田

勇

次

郎

ド
、
ラ
ソ
ス
ト
リ
ュ

佛
蘭
西
國
政
府
ョ
リ
阻
典
・
ッ
ク
ル
「
オ
フ
ヰ
・
ソ
ニ
ー

ク
シ
ョ
ソ
、
ビ
ュ
プ
リ
ッ
ク
」
記
章
ヲ
受
領
｀
ソ
及
侃
用
ス
ル
ヲ
允
許
七
ラ

助

数

授

西

田

正

秋

0
律
田
〔
信
夫
〕
、
朝
倉
〔
文
夫
〕
雨
教
授
ハ
大
蔵
省
ヨ

リ
七
月
一
日
付
ヲ
以

テ
造
幣
局
彫
刻
事
務
ヲ
啜
託
セ
ラ
レ
ク
リ

0
田
溢
助
数
授
（
孝
次
）
ハ
後
備
役
陸
軍
歩
兵
少
尉
ト
シ
テ
勤
務
召
集
ヲ
受
ヶ

八
月
五
日
ョ
リ
三
週
問
歩
兵
第
一
＿
一
聯
隊
習
志
野
岱
合
二
於
テ
勤
務
七
ラ
ル

暑
中
職
員
動
静
一
斑

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長

八
月
十

一
日
よ
り
大
阪
市
へ
旅
行

在
同
月
廿
七
日
蹄
京
せ
ら
る
。

0
久
米
〔
桂
一

郎
〕

数

授

八

月

一
日
よ
り
伊
豆
の
内
浦
村
一
―
―
沖
海
岸
へ
旅
行

更
に
湯
河
原
湿
呆
に
轄
じ
同
月
廿
八
日
蹄
京
せ
ら
る
。

0
岡
田一
ー一
郎
助
赦
授
八
月
五
日
よ
り
同
月
二
十
日
に
至
る
問
長
崎
大
分
を
主

と
し
九
州
地
方
を
旅
行
せ
ら
る
。

0
藤
島
〔
武
二
〕
数
授
七
月
十
六
日
よ
り
一
週
問
愛
知
縣
木
付
川
方
面
へ
旅

行。
0
島

田

石

色

数

授

七

月

廿

八

日
よ
り
富
山
縣
古
四
岡
市
の
講
習
會
へ
赴
か

れ
八
月
二
日
蹄
京
の
上
更
に
石
川
縣
金
澤
市
の
講
習
合
に
出
講
さ
れ
同
月
十

六
日
蹄
京
。

0
鈴
JII
〔
信
一
〕
講
師
七
月
廿
八
日
よ
り
八
月
廿
五
日
迄
家
族
隧
伴
に
て
千

葉
縣
興
律
町
海
岸
へ
滞
在
せ
ら
る
。

0
村
田

〔
良
策
〕
講
師
八
月
一
日
よ
り
一
週
間
文
化
講
習
會
講
師
と
し
て
栃

木
縣
栃
木
町
に
赴
か
る

C

0
藤
井
〔
昭
〕
講
師

る。
0
坂
口
〔
腕
〕
助
数
授

七
月
十
四
日
よ
り
一
週
間
山
形
縣
下
へ
旅
行
せ
ら

七
月
廿
八
日
よ
り
八
月
廿
五
日
迄
京
都
市
へ
蹄
省
せ
ら

同
市
郊
外
に
滞
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（
圏
ハ
略
ス
）

テ
目
立
ク
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
脚
牌

備 一
靴

0
西
田
〔
正
秋
〕
助
牧
授
七
月
十
六
日
よ
り
照
本
市
に
旅
行
し
八
月
初
よ
り

大
阪
市
に
逗
留
の
上
同
月
下
旬
蹄
京
さ
れ
小
石
川
監
久
堅
町
六
九
に
卜
居
せ

ら
れ
た
り
。

0
羽
野
祠
―
―
―
〕
助
手

ら
る
。

0
森
田
助
牧
授
（
鈎
之
助
）
九
月
十
二
日
鹿
島
丸
に
て
神
戸
府
同
十
三
日
朝
蹄

京
せ
ら
る
。

東
京
芙
術
線
校
服
制
（
昭
和
二
年
九
月
一
日
改
花
）

一
制
帽
色
|
|
＇
窯
。
地
質
1

羅
沙
。
丸
形
。
如
闘
。

一
帽
我
金
色
美
字
。
如
闘
。

一
制
服

色
1

窯
又
ハ
紺
。
地
伐
ー
羅
沙
又
ハ

ヘ
ル
。

立
襟
脊
廣
形
。
金
色
美
字
釦
付
。
科
別
。
襟
章
ヲ
附
ス
。
如
闘
。

黒
革
。
編
上
ゲ
又
ハ
短
靴
。
（
後
式
及
本
校
ョ
リ
命
ジ
タ
ル
場
合
ノ

外
質
及
色
随
意
）

色
黒
。
地
質
ー
羅
沙
。
巻
形
。

考
夏
季
（
自
六
月
一
日
ー
ー
士
土
九
月
三
十
日
）
ハ
特
二
指
定
・
ッ
ク
ル
場
合

ノ
外
姿
藁
帽
ヲ
沿
用
・
ン
雷
降
小
倉
服
ヲ
代
用
ス
ル
モ
妨
ゲ
無
・
ン
。

外
套
ハ
特
二
制
式
ヲ
定
メ
ザ
ル
モ
之
ヲ
使
用
ス
ル
場
合
ニ
ハ
質
索
ニ
シ

る。

七
月
廿
五
日
よ
り
八
月
末
迄
郷
里
金
澤
市
に
蹄
省
せ

図案科祝賀会記念 （松田弘ー氏提供）

前列左より 3人おいて小場恒吉、千頭庸哉、島田佳突

固
案
科
卒
業
生
の
催

（
島
田
〔
佳
突
〕
千
頭
〔
庸
哉
〕
雨
氏
在
戟
一

ー十
五
年
祝
賀
會
）

本
年
を
以
て
在
職
涵
廿
五
年
を
迎
へ
ら
る
4

島
田
教
授
並
に
咋
年
在
職
滴
廿

五
年
を
迎
へ
ら
れ
し
千
頭
助
放
投
の
記
念
祝
奴
の
た
め
に
、
在
凩
卒
業
生
有
志

稜
起
し
圏
案
科
卒
業
生
有
志
百
二
十
一
名
の
妓
成
を
得
て
寄
附
金
を
梨
め
記
念

品
を
附
呈
す
る
こ
と
4

し
、
去
る
六
月
十
五
日
雨
先
生
を
京
橋
第
一
東
洋
軒
に

招
待
し
、
島
田
先
生
に
白
金
慨
中
時
計
並
に
服
地
料
一
封
、
千
頭
先
生
に
金
側

懐
中
時
計
一
組
並
に
服
地
料

一
封
を
附
屋
せ
り
裳
夜
は
在
京
者
の
み
な
ら
ず

地
方
よ
り
出
席
し
た
る
者
も
あ
り
て
盛
況
を
極
め
た
り
、
殊
に
此
の
夜
二
十
年

前
佼
庭
に
て
撮
影
し
た
る
圏
案
科
職
員
生
徒
の
記
念
窺
餌
を
数
葉
持
参
し
た
る
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日
問
ノ
事

同
明
治
神
宮
外
苑
管
理
評
議
員
ヲ
癌
託
ス

年
同
月
十
九
日

同 同
工
蘇
審
査
委
員
會
委
員
被
仰
付

年
同
月
十
二
日

依
願
免
本
官

年
同
月
十
五
日

年
九
月
九

H

講

師

齋

藤

幸

睛

卑
校
長

lE木
有

＿彦

助
数
授

第
二
部
貝
ヲ
命
ス

陸
軍
歩
兵
巾
佐

東
京
美
術
卑
校
服
務

本
校
生
徒
野
外
油
習
二
付
千
策
縣
下
志
沌
へ
出
張
ヲ
艤
託
ス

同 〇
職
員
辞
令

昭
和
二
年
七
月
十
五
日
（
九
月
三
十
日
官
報
）

叙
従
七
位

神
保
豊
治
郎

但
往
復
共
四

小
岩

峻

助
赦
投

海

野

洞

助

赦

授

堀

井

政

吉

東
京
芙
術
學
校
近
事
〔
二
六
ー
四
。

S
・
ニ

・
1
0
・
ニ
五
〕

者
あ
り
て
、
雨
先
生
の
今
日
と
廿
年
前
の
風
貌
と
を
比
較
し
、
又
は
此
の
席
上

〔療
j

紳
士
然
た
る
卒
衆
生
も
背
は
一
介
の
腕
白
古
生
た
り
し
風
、
躍
如
た
る
も
の
あ

り
一
層
の
興
を
赤
え
た
り
。

〔

r
マ〕

尚
束
京
美
術
學
校
岡
案
科
卒
棠
生
名
簿
な
成
作
お
互
の
連
絡
を
執
つ
て
居

る。

牧
務
掛
ヲ
免
・
ソ
會
計
掛
ヲ
命
ス

0
九
月
一
＿
十
八
日
ョ
リ
三
十
日
マ
デ
三
日
間
文
部
省
二
於
テ
高
等
師
範
學
校
長

會
議
ヲ
招
択
セ
ラ
レ
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
出
席
セ
ラ
ル

0
佐
藤
扇
吉
〕
書
記
（
合
計
掛
）
ハ
勤
務
浜
習
ノ
為
九
月

一
日
ョ
リ
ニ
週
問

同
漆
工
科
蒔
給
及
調
漆
宜
習
掠
任
ヲ
命
ス

年
十
月
五
日

雁

依
願
免
本
官

教

授

助
放
授

同
任
東
京
美
術
駆
校
放
授

年
同
月
二
十
七
口

助

数

授

堀

井

政

占

叙
高
等
官
六
等
叙
正
七
位

同
任
東
京
美
術
卑
校
助
数
授

年
同
月
二
十
六
日

〔軍〕

挫
車
歩
兵
少
尉
IE
八

位

松

田

樅

六

同
依
願
解
屈

年
同
月
二
十
一
―
-Fl

年
同
月
ニ
ト
日

屈
（
會
汁
掛
）

同
間
ノ
市

柑i"_" 助
牧
投

本
校
生
徒
野
外
油
密
二
付
千
葉
縣
下
志
律
へ
出
張
ヲ
命
ス 師

白

浜

洵

松

m
堀
井

政
占

樅
六

金

田

春

七
II

鈴

川

信

一

和

田

季

雄

但
往
復
共
二
日

本
佼
生
徒
野
外
油
習
二
付
千
葉
縣
下
志
津
へ
出
張
ヲ
命
ス
但
往
復
共
四
B

間
ノ
事
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線
術
宜
地
指
渫
ノ
為
神
奈
川
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

同

年
十
一
月
一
日

助
数
授
篠
田
十
一
郎

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

本
校
生
徒
宜
包
射
撃
油
習
二
付
東
京
府
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

間
ノ
事

同 同 同 同
輻
重
兵
第
一
大
隊
二
召
集
セ
ラ
レ
陸
軍
一

l

一
等
計
手
二
任
ゼ
ラ
レ
ク
リ

0
谷
本
〔
千
代
雄
〕
国
記
（
文
庫
掛
）
ハ
九
月
二
十
二
日
付
文
部
省
ョ
リ
帝
國

美
術
院
美
術
展
翌
會
事
務
騒
託
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

年
同
月
十
五
日

講

師

助
数
授
古
翌
憐

阻
忠
術
宜
地
指
導
ノ
為
京
都
府
大
阪
府
奈
罠
縣
愛
知
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

復
共
十
一

日
問
ノ
事

年
同
月
十
八
日

忌
引
ヲ
免
ス

年
同
月
廿
七
日

忌
引
ヲ
免
ス

年
同
月
廿
九
日

叙
従
六
位
（
八
月
一
日
付
）

〇
職
負
辟
令

昭
和
二
年
十
月
十
二
日

（
官
報
）

占 屈

ーし
-
r
 
.• 

n
 

齋

藤

幸

晴

但
往
復
共
―
一
日

谷
本
千
代
雄

利
部
房
太
郎 但

往

吉
雄

教

授

矢

代

幸

雄

束
京
美
術
學
校
近
事
〔―
-
六
—
五。
S

·

ニ
・

十
一
・

一―
-
0〕

0
田
邊
助
数
授
（
孝
次
氏
）

騒
託
七
ラ
レ
同
校
ノ
西
洋
工
藝
史
授
業
ヲ
撒
霜
セ
ラ
ル

0
島
田
〔
佳
芭
、
岡
田
（
信
一
郎
氏
）
津
田
〔
信
夫
〕
賭
数
投

‘
m邊
（
孝

次
氏
）
、
松
田
（
椛
六
氏
）
、
西
田
〔
正
秋
〕
諸
助
教
授
、
辻
村
〔
延
太
郎
〕
、

小
場

[
恒
吉
〕
ヽ
山
的

g比
太
郎
Y
宵
山

g巴
諸
講
師
ハ
正
倉
院
御
物
曝

涼
拝
観
ノ
許
可
ヲ
得
十
一
月
一
日
ョ
リ
同
十
五
日
二
至
ル
ノ
問
二
於
テ
夫
々

奈
●
艮
二
赴
キ
拝
観
サ
レ
ク
リ

0
正
木
〔
直
彦
〕
卒
校
長
ハ
外
務
省
文
化
事
某
骰
ヲ
以
テ
支
那
二
派
辿
七
ラ

同

年
同
月
二
日

忌
引
ヲ
免
ス

ハ
十
月
廿
一
＿
一
日
東
京
高
等
工
経
學
校
ョ
リ
講
師
ヲ

助

教

授

森

田

慶州石窟庵における校長一行

右より北浦）g介、正木直彦、 m辺存堂、溝目禎次郎

武
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彦
〕
校
長
は
支
那
へ
旅
行
中
の
為
久
米
〔
桂
一
郎
〕
教
授
が
式
を
司
ら
れ
た
。

ル
、
コ
ト
ニ
為
リ
十
月
廿
八
日
夜
東
京
葬
ョ
リ
出
焚
サ
ル
文
庫
主
任
北
浦

〔
大
介
〕
困
記
モ
随
行
ト
シ
テ
同
伴
七
リ
旅
行
期
問
ハ
一
ヶ
月
ノ
橡
定
ニ

シ
テ
朝
鮮
鰹
由
滴
洲
鐵
道
二
依
リ
十

一
月
七
日
二
北
京
二
安
莉
七
ラ
ル

正
木
〔
直
彦
〕
校
長

一
行
の
動
静

北
浦
大
介
氏
か
ら
の
末
信
を
繰
合
す
る
と
十
月
廿
八
日
東
京
郷
を
出
稜
さ
れ

た
正
木
校
長
一
行
は
鹿
州
、
京
城
、
開
城
に
新
薙
、
李
朝
、
高
麗
の
追
跡
を
訪

ひ
十
一
月
＿―
-
日
平
壊
沼
、
翠
浪
、
高
句
麗
の
遺
跡
を
見
て
四
日
奉
天
に
、
七
日

の
夕
北
京
沼
の
由
、

『
奉
天
か
ら
北
京
ま
で
の
汽
車
は
通
じ
て
ほ
ゐ
る
も
の
4
停
車
毎
に
兵
隊
が
車

中
を
調
べ
に
歩
く
様
子
で
物
騒
で
し
た
』
『
戒
数
令
を
布
か
れ
居
り
候
へ
共
各

方
面
の
歓
待
至
ら
ざ
る
な
く
或
は
芭
兒
居
内
の
他
心
殿
に
て
穂
理
出
席
の
盛
社

あ
り
或
ほ
宜
統
帝
の
弟
親
王
の
招
宴
あ
り
或
は
見
族
の
来
訪
あ
る
等
え
ら
い
優

待
に
恐
縮
致
し
居
り
候
』
『
毎
日
無
事
各
方
面
の
御
馳
走
攻
め
に
あ
っ
て
ゐ
ま

す
。
縛
物
館
や
所
蔵
家
も
見
廻
つ
て
ゐ
ま
す
が
流
石
支
那
美
術
の
名
品
が
残
っ

て
ゐ
ま
す
。
校
長
先
生
は
一
行
中
一
番
健
康
で
す
』

本
校
創
立
第
四
十
国
記
念
日
記
事

十
一
月
四
日
宜
ほ
十
月
四
日
が
そ
の

rt際
の
日
な
の
だ
が
、
帝
展
の
都
合

で
毎
年
一
ヶ
月
迎
れ
を
記
念
日
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
今
年
は
日
本
盤

の
結
城
〔
貞
松
〕
数
授
、
岡
案
科
の
島
田
〔
佳
突
〕
教
授
、
柔
道
の
井
上

[縫

太
郎
〕
師
範
の
各
廿
五
年
勤
絞
の
式
と
が
兼
ね
て
行
は
れ
た
。
但
し

〔正
木
附

数
授
の
言
を
約
言
す
れ
ば
『
我
が
美
術
學
校
も
四
十
歳
を
続
て
相
営
の
歴
史
を

有
す
る
に
至
り
祗
會
的
の
存
在
や
寄
輿
も
多
く
な
っ
た
か
ら
今
後
の
學
生
は
盆

職
員
動
静
〔
二
六
ー
六
。

S
・
ニ

・
十
ニ

・
一
八
〕

い
に
活
躍
し
て
元
氣
を
見
せ
て
ゐ
た
。

々
自
重
し
て
行
く
ぺ
き
で
あ
る
。』
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
式
後
能
狂
言

二
番

に
一
同
打
立
ぎ
笠
食
後
雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
第
二
回
の
校
内
運
動
競
技
會
が

催
さ
れ
た
。
小
雨
の
中
で
は
あ
っ
た
が
駐
生
逹
は
こ
の
記
念
日
の
催
し
に
皆
大

正
木
學
校
長
蹄
朝

日
支
美
術
の
提
携
を
主
唱
し
な
が
ら
行
き
な
や
ん
で
ゐ
る
東
方
給
盛
協
會
問

迎
解
決
の
た
め
去
る
十
月
下
旬
よ
り
渡
支
中
で
あ
っ
た
正
木

〔直
彦
〕
校
長
一

[
マ
マ
〕

行
四
名
（
北
浦
、
大
介
氏
、
溝
口
禎
次
郎
氏
、
田
邊
碧
堂
氏
）
は
命
を
全
し
併

せ
て
滴
鮮
、
支
那
の
美
術
視
察
を
終
り
十
二
月
七
日
午
前
十

一
時
ー―
―
十
分
束
京

騨
蹄
着
元
氣
頗
る
旺
盛
出
迎
の
庶
務
主
任
に
「
午
後
は
駆
佼
へ
行
き
ま
す
」
と

云
ほ
れ
た
、
芹
澤
〔
閑
〕
氏
恐
縮
「
先
一
日
御
休
投
を
と
」
再
一
ー
一
の
言
に
そ
の

日
は
出
勤
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
日
は
定
刻
出
勤
些
の
疲
れ
も
見
え
ず
平
常
の

通
り
執
務
せ
ら
る
。
（
旅
行
談
は
次
披
に
）

関

連

事

項

①

入
学
試
験
科
目
の
修
正

昭
和
二
年
二
月
五
日
付
『
困
民
新
皿
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

東
京
美
術
浮
校
が
試
験
に
大
英
断

鉛
第
淡
彩
証
で
よ
い

敷
緑
等
も
加
へ
て
今
年
か
ら
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